




要約:急性期に冠動脈病変を認めなかった川崎病患児 104 例の長期観察所見では新たな心

血管障害の発生は見られなかった。従って急性期に精度の高い循環器検査が施行されてい

る症例に関しては急性期に問題がなければ,長期間にわたる定期的な経過観察は必要ない

と考えられた。 


